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総括並びに考按

　　既に屡々触れて来た様に：，数年來我々のi教窒

に於てなされて來た（；）7）s）9）脱感1《｛実瞼に於て，卵

ドiアルブミン，アドソルビン吸藩ペプトン，アド

ソルビン吸着ツベルクリン等により感作した家兎

を夫々同抗原乃至haptenなるペプトン，ツベルク

リンによって長期闇少量より漸増的に蓮続脆感作

した場合，Arthus現象の張さは漸次減弱するに反

し．て，沈降素によって示される血L中抗休量は逆に

増：加して，　Opiel　’，　Culbertson3），　Cannon＆Mar－

schalP，緒方（富ノ5）等により　一一兀感定論となってV・

る両現象の2下行関係の解離する事が証明された。

之等一・連の基礎実瞼に基V、て，從來最も議論の多

かった結核症に於けるツベルクリン脱感作の問題

をとり上げてみたのである。

　　この閲題に：は二つの大きな意義が含まれてい

るのであって，即ちその一一一つは異種蛋白アレルギ

ーと感染性アレルギーの聞1こ脱感作を介してアナ

ロギーが成立するかどうかとV・う事であり，第二

にはもしアナロギーが成立するとすれば，從來の

アレルギーと冤疫をめぐる三三に：一一・つの見方を提

供する事になると云う事である。

　　そこで我々は玄玄に人型結核菌及びBCG感染
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家兎をツベルクリン療法に於ける如く，ソートン

加熱ツベルクリンにより同様長期間脱感作を1試み

たのであるが，その結果，やはり結核家兎につい

ても之迄の実瞼と同じく吹の様な成績を得る事が

出來たのである。

　　即ち脱感作の経過につれてツベルクリン反慮

は漸次減粥乃至陰性化するに反し，ソートン加熱

ツベルクリンを抗原とする没降反感の抗体債は却

って塘強されて両現象は：互に解離し，なお結核菌

休より抽出したポリサツカリ・一ドに：よる沈降反癒

並びに菌浮遊液，Histon含有蛋白質乳剤による凝

集出納の智計慣はツベルクリンによる沈降i素とそ

の態度を同じくしたが，ただ補体結合性抗体につ

いては一・1’，1’：，；した成績が得られなかった。更に入型

結核菌再感染試験によっては，脱感作群は対照放

置群に比して病変が明かに軽度にとどまる事を知

ったのである。叉かかる少量頻回脱感作処置は特

異的であり，從ってこの操作に結果するツベルク

リンアネルギーも亦特異的なものである」t一一’lt“．が証明

された。　　　　．　　　　　　　　　　　　・

　　かかる臆感作が如何なる機構に基V・て行われ，

かかる皮膚反慮とthprLl抗体の量的関係の解離を招

來するかという問題につv・ては，敏室の小野江の

脱感作理論が提出されて以來屡々論じ盆されてV、
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る処であるので，とこでは簡軍に要約するにとど

めたい。

　　小野江の学詮は志田以下の脱感作実験に基V、

てEhrlich－Weil－Urbachの学説を発．展：せしめたも

のと見る事が雪転るのであって，少量頻回脱：感作

なる処置によっては血中乃至紺織組中に抗休が多

量に存在のみならす，細胞拘着物抗休も普通感作

状態によるものに比して遙かに多く存征する。即

ち抗体過剰の欺態となるのであり，しかもこの細

胞性抗休と血．中抗体とは動的ts　AS衡関係を保って

いるものと考えたのである。從って血ri・1抗体量が

Ss　Vb　trともカ・かわらす皮1膚反胞｛ヵ蜴牙いとV・う角皐寓佐関

係は，，』過剰な体液性並びに細胞性抗体による抗原

の中和に基V・て反慮の場が狭められると云う事か

ら容易に論明されるのである。この理論を我々の

実験に適用するに当ってぽ，Arthus現象とツベル

クリン反慮の成り立ち方の異i司の吟味が必要とな

るが，これはi皇室の小野江・仙場131），仙場132）によ

ればツベルクリ1ン反軍に於ても主休をなすものは

Arthus現象同様血管性反慮であって，この事か．ら

すればツベルクリン脱感作もtm．中本体量の増量と

．云う事そのものから之迄の脱感作実験と同じく理

解出帆るわけである。しかし箪純抗原の場合と異

なり我．々の結核症のツベルクリン脱感作と云う問

・題は，例えば結核菌，ツベルクリンが種々の分子

最を有する脂質，糖類，多数の蛋白フラクション

よりなる悪難抗原乃至haptenであり，叉結核の際

出現する種々の血中抗休が一一元的なものか多元的

なものかなお不明である等の事を考．呈すれば極め

て薄湿な問・題であり，更に粘液性紅皿の移入によ

ってはツベルクリンアレルギーの受身感作を成立

せしめ得ないと云う事は，此等のin　vitroに捕捉

し得られる抗電がツベルクリン感風のReaginでは

なV・事を示してV・るわけであるが，我々の実験か

ら．「血中抗休とツベルクリン反慮に：関堕するReagln

が牛消して浦長ずると云う假定は無理がなさそう

である。．しかし何れにしてもツベルクリン反慮と

各種血中抗体に課して吟味が加えられねばならな

いであろう。

　　　ますツベルクリン脱感作の特異性の問題に：つ

　いては，我々は第2篇に於て：些か考按を：加えてお・

V・た。即ちPickert＆Lδwenstein，　White＆Graham，

Hamburger＆Monti等は，ツベルクリン療法を施

　した患、駆血L清中にぽツベルクリン中和性物質なる

　Anticutinが多量に産1｛1されるとし，　Jadassohnは

　脱感作に露なうツベルクリンアネルギーの原因を

●Ant｛cuthnに帰してV・るが，　我々の成績によれば

Anticutinの存在の有無は必ずしも一一科せす，從つ

　て少量頻回脆感作に結果するツベルクリン反慮の

地葺乃至陰性化の原因をAnticutinに求める事ぽ

不義であり．更に脱感作家兎に：対する卵白アルブ

　ミンの二重感作試駝1によっては，Bessau，茂貫等：

　の大量脱感作による成績とは異なり，異種抗原抗

酔夢慮の共存を排除しなV・のであって，かかる成

績より我々は我々の脱感瓶三ぱ特異的脱感作であろ

　と結論した。’しかし乍ら脱感作『効果がArthus現象

の場合と異なり比較的早llllに成立するtと，二重

に感作した卵白アルブミンに対するArthus現象

が僅かではあるが対照に比して抑制されること等

　を考慮すれば，非特異的脱感作の1木1子も亦無事し

得なV・ところであろうと思われる。

　　　吹に皿L中抗体の問・題であるが，1虎感作時に於

　けるツベルクリン反感，Jrfm中億載，感染防禦力の

三者の関係を追究してV・るものは僅かにHiggin－

botham34）等を挙げ得るに過ぎないが，　第3篇に

於てみた様に彼女は血中抗体としてぽ補休結合性

抗休のみをとりあげ，駐感作によってツベルクリ

　ン坦々は陰性化し，再感染では高い免疫を有して

　いるにもかかわらず，1下中川呼量は依嘱とイ］　TJの相

　関も認められない成績を得ているのである。しか

　し乍ら箪位抗原によるArthus現象と沈降素との

午行関係は定読であるが，結核症にあってぽ沈降，

　凝集，補休結合の三，血清心慮間の関係が未だ明か

にされていないばかりでなく，ツベルクリン反慮

　と堅靱免疫反慮との関係についても一定した和書

がなお認められていないという事実は，結核アレ

ルギーが極めて複難な様相を示すものである事を

意味しているものと．云えよう。さきにDeani3r））によ

131）小野江・仙場・本多：日病誌，38，223（1949）；ノ1・野江。

　　て〕工i？de’一：日病誌，39，82　（1950）．

132）仙場：札医紀要，2（3），133（［951）．

133）　Dean：　Z．　lmmun．forseh．，　13，　S4　（1917）．



3巻3，4号 安在一脱感作機構に関する実瞼的研究 87

つて半休一元論が提出されて以來多数の研究の結

果，平等の各発疫反毛ぼすべて抗原と抗体が作用

して抗原抗休複合材（沈降物をつくる事によるも

のと理解され，　この概念の詮明はMarrack134）の

lattice乃至frame　work　theoryによって明かにさ

れたところであるが，この言党によれば結局抗原抗

体反町の様相としては況合法沈降反歩がすべての

基礎となるものと考えられ，その意味では溶血素

をindicatorとした補休結合反慮が最も優秀なもの

とされているにもかかわらず，結核症にあっては

その抗体慣ぽPinnerによれば自然感染の場合は

アレルギーと無関係であり，実瞼的研究よりは結

核性組織の有無に関係せす，叉多数の臨豚上の経

瞼よりするも・冤疫とも関係しないとされてV・るの

であって，結核症に於ける各冤疫抗休の本態が未

だ明かにされていない今H，　Higginbotham等が

軍に補体結合反慮のみをとり上げて冤疫との問題

を論じているのは不充分のそしりを免れないもの

と考えられる。我々の得た成績によれば，補体結

く”’反慮にあっては彼女等と同機ツベルクリン反響

及び免疫との間に一定した関係を見出せなかった

のであるが，各種抗原による沈降素および凝集素

にあってぽ一定の半半を認める事が唐紅たのであ

る。勿論結核に於ける之等各・種1血L中抗体の奉態の

解明は今後の免疫化学の進歩ICまたねばならない

ところであるが，少なくも我々の得た成績よりみ

れば沈降素凝集素は結核のアレルギー乃至免疫

と重大なつ取がりをもつものと云う事は云い得る

様である。

　　更にRichの晩感作実験に関陣してUrbach36）

はRlchがallergyの概念を専ら皮膚のhypersensi－

tivenessにのみ限局している処忙問題があり，　彼

が免疫をそのままにして皮膚過敏症を溝失せしめ

得たという事は軍1こ皮1膚過敏症がallergyの部分

現象なる：事を意味し，　Richの腕感作は部分脱感

作に過ぎないと反駁しており，　Schlck】35）もRich

はhyperergic　react：ionとallergy全休を同一iiiS，1して

いると非難し，武llli：｝6）も亦同様の意見を述べて

やるのである。既にWeinzirli7）も可能な彫贋作

処置は部分脱感作に過ぎす，ツベ～レクリン反慮は

眞のアレルギ・一一の像を與えす，皮膚の感受性にあ

まり大きな偵値をおくのは危険であると警告し，

Branchg’）もツベルクリンが複雑抗原なるために：脱

感作と免疫との聞の因果関係については必ずしも

存在するとは云い難V・と注意している。ツベルク

リンアレルギーを以て結核アレルギー杢体と同意

義に解すべきでないとする之等の非難は当然の事

ではあるが，しかしツベルクリンアレルギーの結

核症に占める位置の重大さについては臨林上，実

瞼上よりする幾多の経験，殊にツベルクリン療法

に於けるKoch以來の苦い経験よりするも異論の

余地がないと思われる。．叉武lll及び新保，その他

諸家及び今回の我々の脱感作成績をみても，結核

動物に於ける高度の脱感作処置によって皮膚のツ
　t
ベルク．リン反感の陰性化のみならす，個体の結核

アレルギ〒もある程度の脱感作歌態にある事は，

内臓諸器官のアレルギー性病変の’発生がかなり抑

制された像を得ている事実からも示され，ツベル

クリンアレルギーが個体の2’レルギー敢態の指標

として事立つ事は明かである。更に我々の少量頻

回晩感作はツベルクリン反慮の減弱乃至陰性化と

共に沈降素，凝集索を以て示されるiiivl－i抗体を御

寺せしめるのであって，脱感作に基く免疫の彦曾強

を血f卜1抗休の面より証明したものであり，Richに

欠けている脱感作機構をかくの如く解明した事は，

Urbach等の非望iに幾分とも答え得たものと思われ

るのである。

　　以上我々は脱感作時に於けるツベルクリン反

慮と柏L中抗i）Kの問題について些か検討を加えて來

たが，過剰なる血L中抗体は冤疫を成立せしめると

いう我々の実験成績に基いて，結核症に於ける免

疫とアレルギーとの関係なる命題をとりあげて考

察してみたいと思う。

　　．之等の関係については多数の業績があるが，

大体次の糠にわける事が出尽る様である。

　　1）アレルギpは免疫への一つのphaseであ

るとするもの。

　　2）アレルギー反慮自休に生体を防禦すると

134）　Marraek：　The　Chemistry　of　Antigens　and　Anti－

　　bodies　（193・　4）．

135）　Sehiek　：　Radiol．　Rev．　Missi．　Vall．　M．　」．’，　59，　1　（1937）．

136）武田：アレルギーと結核（1948）．
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いう合目的的意義を認め得るとするもの。

　　3）アレルギーの揮わない菟疫が存在する，

即ちアレルギーは冤疫にとって必要なものではな

V・とするもの。

　　4）抗原抗体の：量的開係を考慮すればアレル

ギーと免疫とは同一現象の異なった表現に過ぎな

V・とするもの。

　　ます第1の・考え方の代表的なものとしては

Ranke137）の所謂結核3一説を挙げる事が出來よう。

即ち彼は初期変化群を以て結核症の第1期叉は初

期アレルギーと称し，更に血行性リンパ性に病変

の拡がる時期を第2期叉は過．敏性アレルギーと名

付け，結核が夏に進展して臓器結核の型をとり単

体として滲出性炎症の消失した時期を以て第3期

叉は免疫性アレルギFと称して，多様なる結核症
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　
をアレルギーを以て一思分類整理したのである。

彼の業績は不朽のものではあるが，なおアレルギ

ーと冤疫なる2和が如何にして成立するかという

坑門を欠いてV・るため結局不満足なものでしかあ

り得ないのである。

　　第2の考え：方はK：och現象に対するR6meri3s），

Hamburgeri33）等のものであって，　Koch現象は結

核菌体が生菌に対して現わすアレルギー反慮であ

ると解し，本現象に結核菌選討作用及び結核菌の

体内撒布阻．止作用を認め，かかるアレ．ルギー反腱｛

そのものに侵入結核菌に対する防禦作用があると

している。Opie：40）はArthus現象の研究より沈降

現象は抗原の拡散を防ぐものであり，その結果お「

こる生体内の炎症は抗原の拡散を防ぐのであって

之を1つの冤疫現象と見倣しているが，かかる解

釈はRδssle一一派めアレルギー学者の等しく認めて

いるところであって，　馬杉141）のアレルギー炎の

組織像よりする生物学的根拠もまた之を支持して

いるのである。更にOpieぽ感作個体のア？ルギ

ー炎は’菌の侵入拡散を阻止し，局所の犠牲におい

て全休を救うものであると蓮べているが，既に

Issaeffi49）も菌が炎症によって蔓延を阻止される事

を認めている。　とζろでRichはアレルギー炎の

成立と菌侵入の時闇的関係をみて抗原と菌を同時

に注射した際にはアレルギー炎による菌の拡散阻

止は起らないことをみ，アレルギー炎の冤疫に関

頭しなVi　一証左とし，　Klopstock，　Pagel＆Gugen一・

heimi一［3），　Selter1’tA）等もKoch現象の研究より之tc

賛しているのであるが，しかしこの場合はアセル

ギー炎の生：起の速度が問題であって，菌の拡散が

軌道に乗ってしまってからアレルギー性滲出炎示

剋つfcのでは，却って促進される事も考えられ，

叉アレルギー炎の彊さの問題もからんで早る訳で，

彼等の実験から一一概にR6ssle，　Opie等の．論を否定

する事は出來なV・。　　　　　　・

　　夢くに第3の考え方につV・てみよう。毒素免疫

で，例えばヂフテリー毒素を皮膚に注射すると一翼

死と激しい炎症が成立するが1毒素で予め冤疫さ

れた半休ではかかる早筆をおこさないのであ一る。

同様に結核の場合でもDiens＆Schδnheit14”’）は結核

死菌を皮下及び趣脈内に接種すると，皮下注射で

はアレルギt一一をおこすが，禰脈内注射ではアレル

ギーが発現せすしかも感染試験によっては免疫性

が皮下：詳よりも．凹い事を示している。叉Kirchner

＆Schneideri4CS）は猿にBCGを注射すると海猿同様

再感染に対する冤疫は存するが，アレルギーは不

確実であると述べ，Branch＆Cuff147）は結核死菌

を筋内，心内に注射する時はアレルギーを俘わな

い免疫が成立するが，腹腔内，胸膜腔内，皮下注

射ではアレルギPを件なう事を認めてV、る。叉川

村148）は結核歯剥成分の燐脂質を以て動物を冤疫

する事によリアレル馬下を俘わない結核免疫を成

立せしめ，Koch現象を示さぬにかかわらす菌の

体内撒布が逞延する事を認めた。しかし乍らこの

考え方の最も有力な根拠とされてV・るものはRich

等の脱感作実瞼であって，この問題についてほ緒

論に於て既に詳細に述べた・通りである。しかし彼

137）　Ranke：　Dtsch．　Areb．　Kl．　Med．，　119　（1916）．

138）　R6mer：Beit，　Kl．　Tbk．，　11，　79　（1908＞．

139）　Hamburger：　lbid，，　12，　259　（1909），

140）’　Opie　：　J．　lmmunol．，　17，　329　（1929），

14、1）　馬禾多：　H病言趣，29，603　（1939）．

142）　lssaeff：　Z．　Hyg．，　16，　287　（1894）．

143）　Klopstoek　et　al　：　Klin．　Wschr．，　IS’26　（193’：’）．

144）　Selter：　Z．　Tbk，，　67，　4S　（1933）．

］45）Diens　e七al：Am．　Rev．　Tb6．，13，60（1926），

146）　Kirehner　et　al　：　Beit．　Kl．　Tbk，，　72，　H2　（1929）．

コ47）Branch　et　al＝工Inf．　Dis．，47，ユ510930）．

148）　Jil，F・i“：　系吉イ亥，15，〕100　（1937）．
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の実験方法にも批判の余地があるのであって，脱

感作雪椿に対する深V・考慮を欠V・ているために

Urbach等によって非難されている喜も既：に触れ

た。

　　最後に抗原抗休の量的関係に基くアレルギー

免疫一元論について槍回してみたい。

　　この考え方も前記Rδmer等のKoch現象に対

する実験より発．罪した考え方であるが，Rδmerは

再感染がその時期，菌量によって種々の表現をと

り必ずしもKochの成績通りではなく，ある’適．当

な條件によってのみ典型的現象の成立する事をみ

て，、抗原抗体の量的関係を考慮する必要のある事

を弧即した。Metalnikoffエas））はコレラ死菌で野猿

を感作したが，感作動物は対照の致死量のコレラ

生菌の皮’下注射に反影をおこすことなく耐えるの

をみた。勿論之は覚疫の成立であるが，次いでコ

レラ生’菌の大量を皮下に，又は少量を静脈内に注

射すると，すでにanaphylaktischer　Schockをおこ

して死亡することをみた。即ち細菌性抗原の量の

如何に：よってアレルギーと冤疫をおこす成績より，

彼はアレルギーと免疫は抗原の再注射に：よっておし

こる過敏症の2つの考慮型であると結論している。

叉Hamburgerie”o）は結核？嘱目にユ00mgの結核菌静

脈内再感染はAnaphy工axieを，少量皮内再感染で

は免疫を得たことによD，結核動物の態度は再感

染に耀いた菌量の大小に依存すると述べた。同様

の実験よりBronfenbrenneri’hi♪も免疫動物は反慮の

その型をおこす様に適当にdesignされた條件の下

に抗原を再地平すればアレルギーを以て反労する

であろうと丁丁している。　武「li】励はアレルギー

と免疫なる2現象を規定する因子は体液性抗体と

紅野性抗休の量的関係により，抗原骨休野州の惹

起部位が細胞内性であるか・細胞外性であ．るかと

いうこと，同じ細胞内でも抗原わ七休の量的四五関

係に基くものと想像し，抗原抗休反慮が休液性で

ある場合他清反慮を俘う免疫）と紅織内でおこる

場合（紐織反慮を件う免疫）とに分類し，前者をtA

疫，後者をアレルギーと考え，叉抗原量に関して

は，多量の抗原では高度のアレルギー反慮がおき

て個体に悪影響を及ぼし，少量抗原によるアレル

ギー反慮は個休に有利に作川するという事実より，

結核に於てはallergische　Umstimmungを完全に：除

去する事ではなく適当な限界に保たしめるべきで

あると述べている。

　　以上諸家の論をみると概ね抗原の量のみがと

りあげられている様である。しかし乍ら批原抗体

反慮に於ける可変量は抗原のみでなく抗休もある

わけで，抗体の量的関係は等閑11麗されて來ている

様に思われる。小野江はつとにこの抗休量の問題

に注口し，少量頻回脱感作なる処置がFriedberger，

Urbach等の大量脱感作の場合とは焼く趣を異に

し，拍L中抗体の中和乃至1街煮ではなくむしろ逆に

増量を肝胆せしめる事実を見出し，新たなる脱感

作理論を提唱した事は既に述べた如くである。結

核脱感作によって我々の得た成績をみると，BCG

感染後放置した対照家兎では勿論感染自休により

血．馬丁休は成立するが，その葦は晩感作家兎のそ

れに比して極めて少量なる事が認められる。しか

もツベルクIJンアレルギーの上からは前者は強陽

性，後者は陰性もしく’は強くおさえられている門

門を示すのであるが，この事実を新瑳論に三って

解析すると，放置家兎にあっては血L中抗休が少量

なるために皮膚に唱えられた少量抗原でもある拡

がりをもったアレルギー反町を成立せしめるによ

るものであり，叉脱感作家兎のツベルクリンアネ

ルギーは過剰なる血中抗休及びこれと動的判二野関

係にある細胞性抗体によって少量抗原が中和され

る事によるものと理解する事が七二．る。然らば我

々は少なくもツベルクリンアレルギーについては

：免疫との間に次の如斎関係を設定する事が許され

よう。即ち一一定量の抗原を與える時，抗休過剰の

歌態にあっては生休は免疫の表現をと｝），抗体が

：適当な量の場合にはアレルギーが成立するのであ

る。然し’て細菌性抗原による場合にはその量が抗

体に比して多い。即ち抗原過剰の時は感染，更に

敗thL症にまで移行するであろう事は当然考えられ’

る。勿論ツベルクリンは複雑抗原であり，ツベル

クリンアレルギーを結核アレルギー杢体とは理解

149）　Metalnikoff　：　Z．　lmmun　．　irorseh，，　7’7，　4SS　（1932）．

工50）Hamburger　：Wien，　Klin．　Wscbr．，46，9（1934N

151）　Bronfenbrenner：　Am．　Rev．　Tbe，，　36，　293　（1937）．

152）武田＝アレルギー序誠（1．949）．



90 安在一脱感作機構に関する実瞼的研究 札幌医誌1952

し得ないが，少なくもツベルクリンアネルギFに

俘う血．中抗休の塘量，再感染試験による冤疫の増

彊弊を示す我々の腕感作成績より云えば，アレル

ギーと冤疫の関係について上の様に云う事が出來

るであろう。

　　この問題については最近大原153）も同様の見

解を結核につV・て発表しているが，勿論実験的に

作り出された脱感作という駅態を，多くのヴィー

ルス感染，毒素免疫等にみられる免疫歌態と同一

と見倣す事には飛躍がある様である。しかしi敦室

の辻見154）によれば，　ジフテリア毒素冤疫家兎に

同毒素を再接種した際にも，組織学的にはアレル

ギー反隈｛と見微すべき：炎：症の成立をみており，叉

最近Schick－testに於ても充分な量の精製毒素の接

種に潤てはアレルギF反慮が観察され，冤疫一毒

素の中和一無反慮と見倣された毒素射干は，毒素

がその本質として微量でもノルメルギー個体に激

しV・挙挙を惹起するために，習慣的に抗原たる毒

素が微量にしか與えられない事に起因する無反慮

である事が主張されてV・るのである。即ちこの事

は毒素菟疫も抗原抗体の量の問題から1元的に把

握できることを示しているものと云えよう。

　　之を要するにアレルギーとV・い，免疫といい，

同じ抗原抗休反感の量的差異に基づく異なった表

現と理解するのが最も妥当と考えられ，アレルギ

ー無用論を唱えるRich等の読は脱感作機構に：対

する理論的根拠を欠いている点が致命的であり，

同じ実戦成績を得ているにもかかわらずRichの

説には我々はにわかに同じ難いのである。勿論ア

レルギーと菟疫に関するかかる把握の仕方は決し

て新しV・ものではないが，少量頻回脱感作の機構

に対する新しV・理論を通じてこれを解析したこと

は，この古V・命題の展開に対して幾分の寄輿をな

し得たものと信ずる次第である』

結　　論

　　1）人型結核菌並びにBCG感染家兎に対し

：長期間ソートン：加熱ツベルクリンによる少量頻回

腕感作を施した。

　　2）脱感作の経過につれてツベルクリン反感

は滅溺乃至陰性化するが，各種血中抗体のうち沈

降困難1，凝集反慮による抗体便は却って増弧され，

爾現象は解難関係を示す。

　　3）　しかし補休結合反癒についてはツベルク

リン反慮および免疫との間に一定の関係を認め難

V’Mo

　　4）　ツベルクリン四聖頻回脱感作は特異的脱

感作であり，かかる脱感作に基くツベルクリンア

ネルギーも亦特異的なものである。

　　5）再感染実験よりみて脱感作なる処置は対

照1群に比し高い断罪を成立せしめる。

　　6）即ちかかる脱感作は結核個体のツベルク

リンアレルギーの大部分を排除しながら冤疫は却

って之を増強せしめるものである。

　　7）　かかる脱感作効果は入体結核症における

ツベルクリン療法に対し新しV・理論的根拠を輿え

たものと考える。

　　8）以上の成績より結核症におけるアレルギ

ーと冤疫との関係について若干の考察を試みた。

　稿を終るに臨み，御校閲を賜った北大医学部武田敦授

に深謝すると共に，本研究の機会を興えられた松田博士に

湯ミ）・・敬意、をささげる。

153）大原：東医新誌，68，（12）（1951）． 】54）辻見：未刊。
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Summary

　　　　Rft‘bbits　immunized　with　BCG　or　infected　with　huma‘n　tubercle　bacilli　were　cont｛nuously

desensitized　with　Sauton　culture　filtrate　to　study　the　relationship　between　tuberculin　allergy　and

serum　：ntibodies．

　　　　By　desensitizaton　the　tuberculin　reaction　gradually　decreased　and　becic　me　negative　in　some

cases，　while　preclpitins’and　i‘gglutinins　increased．　Thus　the　dissociation　was　observed　between

the　strength　of　tuberculin　reaction　and　the　quantity　of　serum　antibodies．　But　a　de丘nite　int¢r－

dependence　between　tuberculin　reaction　and　serum　antibodies　was　not　obset’　ved　in　the　complement

・fixa，　tion　test．

　　　　As　anticutins　were　not　always　present　in　the　sera．　of　desensitized　rabbits，　the　cause　of

tuberculin　reactlon　shewing　negative　by　desensitization　can　not　be　laid　at　the　door　of　anticutins

and　from　experiments　on　the　animals，　which　were　sensitized　with　two　antigens，　and　later

desensitized　with　two　antigens，　it　can　be　sald　tha（t　the　“dissociation”　is　specific　in　tuberculin

desensitization・

　　　　It　is　evident　that　such　desensitization　gives　a　higher　degree　of　immunity　against　the　rein－

fection　with　Myco．　tuberculosls．

　　　　From　these　results　the　interrelationf　hip　between　allergy　and　immunity　has　been　discussed．

’
亀．


